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　第１部の新春講演会
は、全日本印刷工業組
合連合会前会長、水上
印刷㈱ 取締役 水上光
啓氏が講師で「いつや
るか『変革への挑戦』
それは今でしょ！」を
テーマに行われました。

（３頁に要旨掲載）

　第２部の賀詞交換会は、司会を新
道行常務理事が務め、青年部会長 
海野了一理事の開会のことばで元気
にスタートしました。

　新井理事長は「今年はアベノミクス効果を期待する
声をよく聞きます。第３の矢とされる成長戦略は、受
け身ではなく積極的な姿勢が大事です。また今年は関
東甲信越静地区協議会が、当工組主管で７月３日に開
催されます。組合員、青年部、関連企業の皆様のご協
力を宜しくお願いします。」と述べました。

　続いて、渋木副理事長が来賓・
関連企業を紹介し、衆議院議員 田
中良生氏、埼玉県議議会議員 宮崎
栄治郎氏、埼玉県中小企業団体 中
央会会長 星野　進氏にそれぞれご
あいさつをいただきました。

平成27年 新春賀詞交歓会
～大宮サンパレス～

「２０１５年の新春を祝う」

新春講演会講師：水上光啓氏

　　埼印工組の2015年新春賀詞交歓会は、大宮サンパレスに於いて、来賓、関連企業、組合員の
総勢約100名の参加をいただき、盛大に開催されました。

　また、関連企業を代表して㈱永
井機械製作所社長の永井康仁氏に
ごあいさついただき、㈱商工組合 
中央金庫 熊谷支店長 萩森宅治氏の
ご発声で乾杯、開宴となりました。
　埼洋会様が２軒の酒造よりこの
日のために取り寄せて用意して下
さった埼玉県のお酒も大人気で会話
が盛り上がっていました。
　中締めは地元大宮支部の一本締
め、櫻井豊喜監事が閉会のあいさ
つを述べ、お開きとなりました。

賀詞交換会 司会
新常務理事

来賓・関連企業紹介
渋木副理事長

衆議院議員
田中良生氏

埼玉県議会議員
宮崎栄治郎氏

埼玉県中小企業団体
中央会会長　星野 進氏

乾杯
萩森宅治氏

関連企業代表挨拶
永井康仁氏

閉会挨拶
櫻井豊喜監事

新井理事長挨拶

来　賓

第2部　賀詞交換会
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講師紹介
城戸副理事長 佐藤副理事長謝辞講演会司会

惠常務理事

 いい会社と悪い会社とはいったいなにか？ 

　経営者の情熱、この一言に尽きると思います。しか
し経営者だけに一方的に情熱を押し付けられてもきつ
いので、経営者と社員の情熱の総和だと思います。情
熱のない会社の経営者は情熱がないとは絶対に言いま
せん。現状維持でいいと、 現状維持というのはまった
く今の社会においてありません。 社会が変化する中で、
一瞬たりとも現状維持でいいと思った途端に、社会の
変化の中でシュリンクしていくと思います。
　情熱のない経営者は去りなさいと思いますし、私は
情熱を失わない限り経営者は永遠に経営者でいいと思
います。 

 感 謝 

　私は企業経営していて、一番こだわるのは感謝とい
う心をどうやって社員やお客さんに表せる事ができる
かです。私の話ですが、物心ついた時に当時、社員15
人のうち、 5 ～ 6人がいっしょに住み込んで生活して
おりました。それは当時、田舎出身の社員が 一人で生
活することが難しいので、会社の横に寮があって、母が
食事を作って、朝昼晩、 社員といっしょに同じものを
食べ、生活しておりますから、子供の頃から社員の皆
さんが仕事をしていることによって会社がなりたって
きた。ほんとうにありがとうなんですね。そして大学
に行くようになりました。わたしは、のほほんのほほ
んと大学に行き、社員はその時仕事をしているのです。
本当に申し訳ない、私は社員に食わせてもらっている、
１日も早く社会人になりたいと真剣に思い、そして社
会人になって大阪の会社に勤めた時にはほっとしまし
た。やっと自分の力で生活ができる。まさに原点はあ
りがとうだと思っております。

 業態変革

  この時代に、業態変革をしようたってそんなかっこい
い業態変革の手なんてない、 魔法の杖なんてどこにも
ないのです。経営者ができることは、正しいと思ったこ
とを繰り返し、しつこく言い続けて、企業風土を作るの
です。来年もっといい給料取ろう、 もっといい給料取る
ためにはもっと頑張ろう。そして本人が、みんなが、頑
張らなかったら、経営者だけじゃだめだ。そして頑張っ
て会社のベクトルが一歩ずつ合う。こんなことが私は
会社の発展の原点だと思う。もちろんそのためには、何
を頑張るかという会社の戦略も必要だ。そして頑張る
ユニットとしたら、実際には社長が頑張らなきゃいけな
い。頑張る夢を与えよう、そして風土を作る、そして最
大の差別化ができる。こんなことで企業は進めるので
はないかと思っております。

　この講演を聞いて、水上社長の社員とともにロマン
を共有しあいながら、よりよい会社にしていくという
情熱がよくわかりました。常に熱い情熱を持ち続ける
ことの大切さを学ばせていただきました。

新 春 講 演 会
「いつやるか、『変革への挑戦』
それは今でしょ !」 

講師：水上印刷㈱　取締役　水上光啓 氏
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「印刷道」実践セミナー開催平成27年1月27日（火）
■会場：さいたま市宇宙劇場

　平成27年1月27日（火）、さいたま市宇宙劇場に於い
て「印刷道」実践セミナーが、組合員の経営者、関連
企業の方にも出席いただき約30名で開催されました。

　城戸教育・研修委員長が司会を務め、新井理事長の
あいさつ、講師紹介と続きました。
　講師は、㈱ビジネスコミュニケーション研究所代表
取締役　田中信一氏です。
　まず、ソリューション・
プロバイダー６種型の正し
い理解、次に自社に適した
ソリューション・プロバイ
ダーへの実践手順習得、そ
して自社変革と持続的成長
への意欲醸成へと進みまし
た。
　これからの印刷需要は確
実に減少します。ルールが変わった印刷ビジネスにつ
いて具体的に、人口減少社会・国内経済成長力の長期
化減退・環境問題の現実化・デジタルネットワーク社
会の普及・多様なメディアの出現があります。

司会
城戸教育・研修委員長

挨拶
新井理事長

謝辞
新常務理事

講師
田中信一氏

　ソリューション・プロバイダーへの3つの要件は、
１．原点回帰、２．ワンストップ対応、３．経営者の志
です。他業界のワンストップサービス例をいくつか挙
げられ、重要革新の６つの方向性について学びました。
①印刷製造スペシャリスト
　～印刷物製造のワンストップサービス～
②パーソナルメディアショップ
　～地域の人、情報、コミュニティの担い手に～
③メディアプロダクトメーカー
　～在庫を背負うリスクと価格決定権の魅力～
④地域活性プロモーター
　～地元に利益をもたらし、地域を元気に～
⑤特定機能プロバイダー
　～業務の一括請負で顧客ビジネス貢献～
⑥特定業界スペシャリスト
　～業界を知り尽くすとエリアの垣根を越えられる～
　休憩をはさんで「策定フォーム集」を使っての出席
者各々の自社分析、質問、設定、計画とステップを進
めていきました。まず、ステップ１の「自社を知る」か
らスタートです。54の視点から見るわが社の強みと弱
みを自己で細かく評価するのです。静まり返った会場
で、自社の未来を背負って、皆真剣に取り組んでいま
す。次に外部を知る…と続き、質問、設定、選択、計画
とさらに続きます。戦略を見出し実現するためのプロ
セスです。あっという間の3時間で、会場の都合で、講
師への質問や会話の時間がなかったのが残念でした。
　新常務理事が謝辞をのべ、３時間の密度の濃いセミ
ナーは終了しました。

（研修リポート：教育・研修委員会）
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　平成26年10月24日（金）、25日（土）、全日本印刷
文化展京都大会が、ウエスティン都ホテル京都で開催
され、埼印工組から新井理事長はじめ執行部、青年部
の９名が参加しました。
　秋深まる京都で、瀧本京都理事長を実行委員長に多
くの地元の組合員、青年印刷人月曜会の協力により

950名も集まる大規模な
大会となりました。
　“京から始まる印刷業界
の新たなストーリー”を
テーマに掲げ、全国各地
の組合員企業から新しい
販促の企画・アイデアを
発表する「販促グランプ
リ2014」を併催し、投票
結果は懇親会で行われ、
大いに盛り上がる発表と
なりました。
　瀧本京都理事長が挨拶
の中で、「これからの印刷
会社は、自分達で仕事を作
る『ことづくり』をしなけ

れば勝ち残る企業になれません。需要の減少が続く印刷
業界にあって、顧客の要望に幅広く応えるためのビジネ

スヒントが摑め、夢と希望の持てる業界づくりを目指し
ていく場となることを期待しています。」と述べました。
　全印工連 島村会長挨拶、来賓の祝辞と続き、記念式典
では、印刷産業発達功労者始め、印刷関連産業功労者、
組合功労者、優良従業員の表彰式があり、受賞された方
が登壇し感謝状をいただきました。次に印刷文化展宣言
が掲げられ、記念講演、記念パーティーと続きました。
　翌25日（土）は、早朝より理事長会、全国事務局会議
に加え、今回初めてとなる全青協青年会代表者会議が
開かれました。埼印工組からは海野青年部会長が出席。
青年部のない県工組もあり、副理事長や理事の方の出
席となりました。
　続く全印工連フォーラムは、『未来を創るCSR ～人
を育て、組織を動かすリーダーシップ～』をテーマに㈱
ヤマオコーポレーション代表取締役鬼澤慎人氏の基調
講演でした。とてもわかりやすく、聴いていても楽し
い講演でした。
　１．激動の時代をどう生きていくか
　２．人をどう動かすのか
　３．組織力をいかに高めるか
　ダーウィンの「…生き残るのは、変化できる者であ
る」がよく引用されますが、
　１．変化を知り、素早く対応する
　２．変化を予測し、準備する
　３．変化を自ら起す
　４．変化に強い体質、楽しむ体質になる
の説明が、特に記憶に残りました。
　続いてパネルディスカッションがあり、パネリスト
の体験や活動を聴き、2日間の大会が終了しました。
　CSRは、単なる社会貢献ではなく、企業力、組織力を
高めていくための取り組みであり、社員が会社に誇り
をもち、顧客や地域に必要とされる企業をめざして、社
員と企業が共に成長する「未来を創る」取り組みです。

全日本印刷文化展京都大会開かる平成26年10月24日（金）・25日（土）
■会場：ウエスティン都ホテル京都

瀧本京都理事長

全印工連　島村会長
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主催：関東甲信越静地区印刷協議会　　主管：埼玉県印刷工業組合

時代を変える「本気人」
集え精鋭！彩の国

ほん き びと

時代を変える「本気人」
集え精鋭！彩の国

ほん き びと

時代を変える「本気人」
集え精鋭！彩の国

ほん き びと

２０１５年（平成２７年）

７月３日㊎・４日㊏

第６３回　

ソニックシティ 小ホール
パレスホテル大宮会場

年次大会in埼玉年次大会in埼玉
２０１５年（平成２７年）

７月３日㊎・４日㊏

第６３回　

ソニックシティ 小ホール
パレスホテル大宮会場

秩父夜祭り

長瀞ライン下り

川越 時の鐘

大宮 氷川神社

スーパーアリーナスーパーアリーナ

皆様のご参加をお待ち申し上げます。

年次大会のご案内
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　  　　　　研修見学会・新年会報告

　「青年部」、「秩父」、「新年会」というと、数年前のあの
忌まわしい大雪の中での開催を思い出される方もいらっ
しゃるかと思いますが、今年は晴天に恵まれ、絶好の研
修見学会・新年会日和となりました。

　研修見学会は、寄居に本社、川本に工場を構える株式
会社太洋社印刷所様におじゃましました。新井理事長、
青年部OBの皆様にも多数ご参加いただきました。当青
年部の歴代会長でもある市川社長より会社の概要につ
いてご説明いただき、続けて新井理事長の挨拶では「青
年部の若い力に期待しています！」とのエールをいただ
きました。
　一通り挨拶や名刺交換を終
えて、いよいよ見学開始です。
はじめに寄居の本社を見せて
いただきました。写真スタジ
オ、営業部、企画部、DTP室、
校正室、製品保管室などでし
たが、特筆すべきは、どの部
門も整理整頓が徹底されてい
ること、そして社員の皆様の
規律の正しさには、参加した
誰もが驚きを隠せませんでし
た。事業をしているとありが
ちな、山積みされた資料に囲
まれ埋もれてしまう、といっ
たことは皆無でした。
　続いて川本工場へ移動し、
オフ輪印刷機、平台印刷機、
加工の現場を見学させていた
だきました。ここでは巻取り
用紙の保管庫の状況について

舞台裏を見せていただき、無駄なく紙出しを行う仕組み
などについて詳しくご説明をいただきました。
　 今 回、研 修 見
学会に参加した
メ ン バ ー は、事
業の規模や内容
も様々でしたが、
色々な面におい
て多くの刺激や
気付きを得るこ
とができた大変有意義な見学会となりました。ご協力を
いただきました市川社長をはじめとする太洋社印刷所の
皆様、誠にありがとうございました。
　見学終了後、一行は秩父へ移動し、新年会へ突入しま
した。海野会長の挨拶、惠監事からの諸連絡・協力依頼
に続き、緑友会でも活躍中の篠原会員による乾杯で開宴
となりました。いつもの如く大いに盛り上がり、秩父の
夜は更けていったのでした。もはや説明は必要ないかと
思います…。すごいぞ、青年部！今回のように同業他社
への会社見学や、関連企業の方々と交流ができるのも組
合員のメリットだと思います。青年部では、今後も様々
な研修や事業を企画していきますので、皆様の積極的な
参加をお待ちしています。

（副会長　（株）三興社印刷所　大川正行）

平成27年２月13日（金）・14日（土）  
研 修 見 学 会・ 新 年 会 開 催

（株）太洋社印刷所～秩父和銅温泉
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第26回　全国青年印刷人協議会　関東甲信越静ブロック協議会開催

第１部　「グローカルセミナー」

講師　全青協副議長　惠　勇人
　日本創生会議が発表した消滅可
能性都市の数字、地方創生に本腰
を入れる政府など人口減少社会が
もたらす未来がリアルに見えてき
たことを背景に、今まで進めてき
たブランディング戦略をさらに進め、

自らが地域活性プロモーターとして具体的なコトづく
りに踏み込み市場拡大を目指す、「グローバルに考え、
ローカルに行動する」グローカルの大切さを説明されま
した。そうでなければ中小印刷会社は地域と共倒れる
危機的な状況に直面しているとのことです。今回のグ
ローカルセミナー基礎編では３つのステップでグローカ
ル推進の説明がありました。
　ステップ1…地域資源の分析であり、人、もの、情報、
組織などを洗い直して地域資源の再発見を行う。　ス
テップ２…国内大都市、海外市場を視野に入れ、地域
の売り物、売り込み先、ターゲット顧客を組み立てて
基本戦略を作成する。
　ステップ３…グローカルの売り込み戦略。インバウ
ンドとアウトバウンドとして前者では地元イベントの
開催など人を呼び込み、後者では相手先の展示会への
出店や直接の販売によって売り込む戦略をとることで
す。
　印刷会社自らがコトをつくり市場開拓を行い拡大を
目指さなければならない、そのために全青協のネットワー
クが活用できるものに展開していきたいとの内容でした。

第２部　「事例紹介」

　株式会社 八幡屋礒五郎 代表取
締役社長 室賀　豊様による講演
でありました。善光寺の七味唐辛
子製造会社９代目社長で1736年
創業からの歴史の説明や地元地域
との生産体制、大学との共同研究、
海外への販売展開などそれぞれ時

代背景やトレンドにあった会社運営という素晴らしい
内容でした。

第３部　「ワークショップディスカッション」

　Ａ～Ｅの5グループに分かれてのグローカルをテー
マにテーブルディスカッションを行いました。なかなか
地方資源を国内大都市や世界市場にまでつなげていく
ことは難しい内容でしたが、今までにない新たな価値観
を出席したメンバーと共有できたことは発見でした。
　最後に今回の協議会を通して、私たち青年部は世代
責任として、次代に対して挑んでいかねばならない時
期にいることを実感するとともに、同じように悩む世
代の集まりとして全生協があることは大変心強いもの
であると感じました。

　平成26年10月18日、長野において平成26年度 
第26回 全国青年印刷人協議会 関東甲信越静ブロック
協議会が開催されました。参加人数44名、埼玉から
は議員でもある惠、新と青年部会長の海野、さらに新
井理事長も駆けつけてくれました。共通テーマは「グ
ローカル」とし、第１部から第３部まで４時間半の長
くも充実した研修内容を報告します。
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　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の
事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第6回目は、五光印刷株式会社さんです。

Vol.6 五光印刷株式会社

　おかげさまで、当社は創業50周年を迎えました。「信頼
コミュニケーション」を合言葉に、お客さまに喜ばれる心
のこもった製品づくりを目指しています。
　私は、元はアパレル関係の会社に勤めており、販促の仕
事をしていたこともあって広告やデザイン、印刷の仕事に
興味があったため、この世界に飛び込みました。そこで縁
あって五光印刷株式会社の仲間入りをしてから15年にな
ります。職種は営業で、曲者揃いの営業部の中で“唯一の
常識人”を自称しております（笑）。
　お客様との「心と心のつながり」をモットーにした日々
の営業活動と並行し、販促企画の立案計画を担当すること
も多く、常に世の中の動向に目を光らせる努力をしてお
ります。趣味は釣りで、主に乗合船での沖釣りで季節の魚
を狙っています。なかなか区切りのない印刷の営業という
仕事柄、週末は大海原の中で過ごすことで、いいリフレッ
シュになっています。

営業部　課長　加藤徳人さん
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ZOOM UP! 社員
すてき

富山県青年印刷人協議会のメンバーが埼玉を来訪
　11月14日（金）、富山県青年印刷人協議会のメンバーが、戸田市の株式会社

埼京印刷に視察に訪れました。屋上テラスにて、惠社
長から会社の沿革や見える化の実施した事による成
果、今後の方針などについて話されました。その際に、
仁居副会長より差し入れで、川越のコエドビールと東松山のや
きとりが振る舞われました。そして工場見学後、場所を大宮に

移し、懇親会を行いました。程よくお酒も入り、富山と埼玉のメンバーが積極的に意見
交換をし、熱く語り合い、楽しく交流がはかられました。「ぜひ埼玉からも富山に視察に
行こう」と意見も出て、富山と埼玉の親交がさらに深まった１日となりました。　　（海野印刷㈲　海野了一）
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　12月9日（火）、青年部役員会
ののち19：30より青年部忘年
会が開催されました。場所は大
宮の「東昌大飯店」で大川副会

長の乾杯のあいさ
つにはじまり、盛
大に行われました。
皆、大いに語らい
懇親を深めること
ができました。

2014年
12月9日(火)
青年部忘年会
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豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売

●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス

●ITビジネス支援事業

株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工
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作品募集中!
皆様のすてきな作品を募集しています。
応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合
事務局まで。奮ってご応募ください。

 宮田敦彦
六三四堂印刷（株）
東武東上線の池袋‐小川町間から白いボディーに青いラインの8000
系が1月17日に引退しました。スタイルは更新で変わってしまいま
したが、52年の長きに亘り活躍しました。本当にお疲れさまでした。
平成27年1月14日　川越市‐霞ヶ関間にて

 宮田敦彦　　六三四堂印刷（株）
川越のシンボル「時の鐘」ですが、観光客の方はもとより、地元の方
もあまり知らない撮影スポットがここです♪　観光地ガイドにも載っ
ていないアングルをお楽しみください。

 宮田敦彦
六三四堂印刷（株）
一大観光地になったわが
街川越ですが、1月31日、
2月1日・7日と常磐線の日
立駅発の臨時快速「ぶらり
川越号」が運転されました。
列車本位で撮影なさる方が
多い中、私は敢えて久下戸
のお稲荷さんからパチリ♪
　普段見られない白い貴公
子は昔、特急「スーパーひた
ち」として君臨していた名
車651系です。

紙 上 作 品 展
2015

 「東洋の女性」　筆ペン
佐藤成美　　（株）大洋社印刷所

 宮田敦彦
六三四堂印刷（株）
ときがわ町の玄関口…
JR八高線の明覚駅JR
八高線の明覚駅に、つ
いこの前まで野良猫が
いました。座布団の上
でまどろむ姿に、とて
も癒されました。しかし、
数日して再訪すると「猫
にエサをあげないでく
ださい」の貼り紙が貼
られ、座布団も撤去…。
件の猫ももういません
でした。無人駅なので
「駅長さん」にしてあげ
ればよかったのに…。

 「Noisy Flash」　アクリル
間馬健一郎　　（株）大洋社印刷所


